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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
競
技
に
出
場
し
た
山
本
幸
平
さ
ん
は

北
海
道
出
身
で
す
。現
在
、里
山
辺
に
住
ん
で
い
ま
す
。松
本
市
に
移
住
し
た
理
由

を
聞
く
う
ち
に
、思
い
が
け
な
い
こ
の
街
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
競
技
に
出
場
し
た
山
本
幸
平
さ
ん
は

北
海
道
出
身
で
す
。現
在
、里
山
辺
に
住
ん
で
い
ま
す
。松
本
市
に
移
住
し
た
理
由

を
聞
く
う
ち
に
、思
い
が
け
な
い
こ
の
街
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
き
れ
ば
、
全
国
的
に
も
良
い
見

本
に
な
り
ま
す
。

　

自
転
車
乗
り
は
食
べ
て
飲
む
の

も
好
き
だ
と
思
い
ま
す
。
自
転
車

で
体
を
動
か
し
て
、
そ
の
ま
ま
の

　

目
の
前
に
美
鈴
湖
や
渋
池
に
至

る
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

駅
前
ま
で
自
転
車
で
す
ぐ
。
と
て

も
良
い
環
境
で
す
。

　

松
本
市
に
は
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
日
本

代
表
の
鈴
木
雷
太
さ
ん
に
師
事
す

る
た
め
に
来
ま
し
た
。
山
に
囲
ま

れ
て
標
高
差
も
あ
り
、
ま
た
市
街

地
は
平
た
ん
で
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
に
乗
る
環
境
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
日
本
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
選
手
が
集
ま
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
時
に
は
選
手
ほ
と
ん
どオリンピアンのオーラ輝いて

松
本
の
新
た
な
可
能
性
!!

な
ぜ
里
山
辺
に
？

大
切
な
の
は
ル
ー
ル

街
と
自
然
が
つ
な
が
る

い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
し
た
い

日
本
で一番
、な
の
に
？！

が
松
本
市
か
ら
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

松
本
の
山
は
ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ

に
似
て
い
て
、
世
界
に
通
用
す
る

最
高
の
環
境
で
す
。
し
か
し
、
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
文
化
が
浸
透
し

て
い
な
い
の
で
、
山
を
汚
す
・
傷

め
る
と
誤
解
さ
れ
、
走
れ
る
環
境

づ
く
り
が
減
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
国
的
に
公
に
乗
る
施
設
が

少
な
い
の
で
す
。

　

登
山
道
で
自
転
車
と
登
山
者
が

出
会
う
と
び
っ
く
り
す
る
の
は
、

お
互
い
に
同
じ
道
に
い
る
と
い
う

認
識
が
な
い
か
ら
で
す
。

　

海
外
で
は
山
の
入
り
口
に
、
登

山
・
自
転
車
・
乗
馬
の
表
示
が
あ

り
、
共
存
・
す
み
分
け
が
し
っ
か

り
で
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
日
本
で
は
表
示
が
あ
い

ま
い
な
た
め
、
山
を
楽
し
む
環
境

づ
く
り
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
松
本

に
ル
ー
ル
や
マ
ッ
プ
の
し
っ
か
り

し
た
公
式
の
コ
ー
ス
が
一
本
で
も

　五輪での山本選手は、目標の入賞は逃したもののよく頑
張った。ヨーロッパの選手との差は、やはり環境の違い。
日本にも練習用のコースをぜひ造りたい。
　自転車乗りにとって、松本のポテンシャルは群を抜いて
いる。晴天率が高く、雪もそれほど降らない。また、日本
の中心に位置し、多くの人が試走に訪れている。地形的に
もヨーロッパに引けを取らない。
　自転車はトレイルでは、邪魔者扱いされることも時々あ
るが、山はみんなのものと考えている。仲間とトレイルライ
ドで入った山で、倒木をどかしたりゴミを片付けたり、道の
整備をすることが昔からよくある。ハイカーが歩きやすくな
るし、なにより山がきれいになるのは誰もがうれしい。海
外では抜群の機動力を生かし、森林レンジャーがマウンテ
ンバイクでパトロールをしている。
　固定観念を変えていくのには時間がかかるのはしかたな
いが、環境問題や、健康増進の観点からも車から自転車へ
の転換は必要。移住者の増加なども見越した経済的発展
も望める「松本発の自転車文化」を創っていきたい。

格
好
で
カ
フ
ェ
な
ど
に
寄
っ
て
宿

に
帰
る
、
と
い
う
の
が
わ
り
と
基

本
で
す
。
松
本
は
街
並
み
も
き
れ

い
で
温
泉
宿
も
多
く
、
自
転
車
で

楽
し
む
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。

　

例
え
ば
ア
ル
プ
ス
公
園
周
辺
の

よ
う
な
、
気
分
が
舞
い
上
が
る
す

ば
ら
し
い
景
観
と
、
街
に
も
近
く

駐
車
場
な
ど
設
備
の
充
実
し
た
と

こ
ろ
な
ら
、
全
国
へ
発
信
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
コ
ー
ス

が
増
え
れ
ば
海
外
か
ら
も
訪
れ
る

人
が
増
え
、
最
高
の
観
光
資
源
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

山
本
さ
ん
は
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

山本選手が師と仰ぐ
元日本代表鈴木雷太さんに話を聞きました

東京2020のユニフォームを手に

②
信
州
大
学
雷
鳥
サ
ー
ク
ル

活
動
の
中
で

自
ら
を
成
長
さ
せ
る

ク
を
区
切
り
に
現
役
を
退
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
松
本
を
拠
点
に

世
界
に
通
用
す
る
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
レ
ー

ス
な
ど
を
通
じ
て
、
裾
野
を
広
げ

て
い
く
そ
う
で
す
。

　
「
里
山
辺
の
話
の
つ
も
り
が
こ

ん
な
に
話
し
て
し
ま
う
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
実
現
す
る
べ
き

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
た
く
さ
ん
の
人
と
意

見
交
換
が
し
た
い
で
す
」

　

世
界
を
見
て
き
た
山
本
さ
ん

の
熱
く
語
る
こ
の
言
葉
に
、
私
た

ち
が
知
ら
な
か
っ
た
松
本
の
新
し

い
可
能
性
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
が
ひ
ら
く
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１
９
６
４
年
の
東
京

大
会
は
好
景
気
に
沸

き
、
日
本
中
が
熱
狂

し
た
事
は
周
知
の
ご

と
く
だ
▼
さ
て
今
大

会
は
一
年
延
期
、
組

織
委
員
会
の
諸
問
題

な
ど
数
々
の
困
難
の
中
、
大
坂
な

お
み
選
手
の
聖
火
点
火
で
開
幕
。

開
幕
早
々
日
本
の
お
家
芸
で
あ
る

柔
道
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
。
団
体

種
目
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
「
金
」

と
幸
先
よ
く
、
終
わ
っ
て
見
た
ら

「
金
」
27
個
「
銀
」
14
個
「
銅
」
17

個
を
胸
に
し
、
世
界
で
３
番
目
の

金
メ
ダ
ル
獲
得
と
な
っ
た
▼
今
大

会
は
新
種
目
が
多
く
あ
る
中
で
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
十
代
前
半
の
選

手
も
い
て
3
種
目
3
人
が
「
金
」

を
獲
得
す
る
特
筆
す
べ
き
記
録

だ
っ
た
。
ま
た
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
団

体
優
勝
も
顕
著
な
出
来
事
だ
っ
た

▼
半
面
メ
ダ
ル
獲
得
が
確
実
視
さ

れ
て
い
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
競
泳
、

レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
は
魔
物
が
棲
ん
で
い
る
」
と

い
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
世
界
的

に
蔓
延
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
た
め
万
全
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
整
え
る
の
が
困
難
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
▼
終
わ
っ
て
み
れ
ば
い

わ
く
付
き
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ

た
が
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
ら
し
く
多

く
の
感
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
日
本

中
に
与
え
た
事
は
間
違
い
な
い
。

写真でつづる
まつもとの今昔56まつもとの今昔56

松本ビルの1階にはテナントの商店が営業し
ている。歩道を闊歩する女子高生の制服は、
松商学園か松南高校であろう。

（撮影：1978. 7）

手前のビルは取り壊されて、大手門桝形跡
広場になり、イベントが開催される。道路の
向こう側の1階は、ウィンドーギャラリーに変
わりＡＴＭが設置され、市民に利用されてい
る。

（撮影：2020. 8. 22）

～ 大名町の松本ビル ～

　

信
州
大
学
に
今
年
発
足
し
た
ば

か
り
の
〝
雷
鳥
サ
ー
ク
ル
〞
。
長

野
県
全
域
で
活
動
す
る
た
め
県
鳥

で
あ
る
雷
鳥
を
サ
ー
ク
ル
名
に
入

れ
ま
し
た
。
一
年
生
18
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
×
信
大
×
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」
を
掲

げ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
）

を
学
び
、
自
身
の
成
長
の
糧
に
し

た
い
学
生
が
、Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
を
実
践

し
て
い
ま
す
。Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は
、
現
代

社
会
の
問
題
を
主
体
的
に
捉
え
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
を
育

②
活
動
の
中
で
自
ら
を
成
長
さ
せ
る

信
州
大
学

雷
鳥
サ
ー
ク
ル

信
州
大
学

雷
鳥
サ
ー
ク
ル

視 点

成
す
る
教
育
活
動
で
す
。

　
「
地
域
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
世
界
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
サ
ー
ク
ル
長
の
海

沼
さ
ん
は
、
地
域
と
主
体
的
に
関

わ
る
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
池
田
町

で
開
か
れ
た
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
マ
ル

シ
ェ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
諏
訪
市

の
企
業
訪
問
で
、
地
域
の
魅
力
や

課
題
を
学
ぶ
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
一
年
目
は
、
幅
広
い
活
動
に

向
け
て
地
域
と
の
繋
が
り
づ
く
り

が
目
標
で
す
。

　

黒
滝
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
は
、

実
際
に
そ
の
場
を
訪
れ
て
住
民
と

話
し
合
い
、
魅
力
を
知
ろ
う
と
し

て
こ
な
か
っ
た
。
で
も
今
後
は
、

自
分
か
ら
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
思

う
」
村
田
さ
ん
は
「
今
は
、
会
議

で
積
極
的
に
発
言
し
、
主
体
的
に

活
動
し
て
い
る
。
少
し
ず
つ
成
長

し
て
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
地
域
の
人
々
と
関
わ
る

中
で
経
験
を
積
み
、
自
ら
を
成
長

さ
せ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
実
践
す
る
も
の

だ
と
い
え
ま
す
。

　

地
方
に
は
若
者
が
行
動
を
起
こ

す
場
や
、
活
動
を
支
援
す
る
団
体

の
数
が
少
な
い
と
訴
え
ま
す
。
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
や
、

一
人
一
人
の
可
能
性
を
引
き
出
す

こ
と
が
必
要
で
す
。
未
来
を
担
う

人
材
を
育
成
し
、
松
本
を
、
若
者

が
活
躍
す
る
先
進
地
に
変
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

 

雷鳥サークルの代表者
（左から、黒滝さん、村田さん、海沼さん）

池田町の イベントにて
弁当配布のボランティアに参加

松
本
の
未
来
を
担
う
人
材
を
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　昔から日本人となじみの深い野鳥。しかし、国鳥に
選ばれながら狩猟が許されている不幸な面を持つ。山
地から平地の林、農耕地、河川敷などの明るい草地が
好み。繁殖期のオスはなわばり意識と多くのメス確保
のため、境界周辺でオスが出会うと激しく争う。松本
平では年間を通じて見ることができる。留鳥。

松本平の野鳥たち
残暑の中で出会った、ほほえましいヒトコマ。
まぶしい笑顔は、いとおしく大切なもの。
今日はいいお天気で良かったね！

　

神
林
地
区
は
鎖
川
の
扇
状
地
で

南
部
に
は
信
州
ま
つ
も
と
空
港
が

あ
り
、
松
本
平
広
域
公
園
や
松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
・
サ
ン
プ
ロ

ア
ル
ウ
ィ
ン
を
は
じ
め
周
辺
の
多

く
の
体
育
施
設
は
一
大
ス
ポ
ー
ツ

エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

明
治
７
年
に
誕
生
し
た
神
林
村

は
昭
和
29
年
に
松
本
市
と
合
併
し
、

令
和
３
年
７
月
１
日
現
在
、
１
９

７
０
世
帯
、
人
口
４
７
９
０
人
、

７
町
会
か
ら
な
る
、
ほ
ぼ
市
街
化

調
整
区
域
の
農
村
地
帯
で
す
。

　

昭
和
58
年
の
発
掘
調
査
に
よ
る

下
神
遺
跡
は
奈
良
〜
平
安
時
代
の

大
規
模
集
落
遺
跡
で
あ
り
、
多
数

の
緑
釉
陶
器
や
漆
紙
文
書
な
ど

と
、
奈
良
三

彩
小
壺
（
写

真
・
市
重
要

文
化
財
）
が

発
掘
さ
れ
ま

し
た
。
都
と

の
交
流
を
示

す
大
発
見
で

し
た
。
平
成
10
年
度
の
川
西
開
田

遺
跡
調
査
で
は
、
紀
元
前
４
千
年

の
縄
文
時
代
中
期
の
集
落
が
確
認

さ
れ
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
大
集

落
跡
と
緑
釉
陶
器
や
皇
朝
十
二
銭

な
ど
、
貴
重
な
資
料
も
数
多
く
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
中
期
の
法
燈
国
師
は

現
福
應
寺
の
地
生
ま
れ
。
１
２
４

９
年
に
42
歳
で
宋
に
渡
り
、
修
行

中
に
味
噌
・
醤
油
の
醸
造
法
を
習

得
し
、
日
本
に
伝
え
た
高
僧
で
す
。

　

近
年
で
は
、文
化
功
労
者
と
な
っ

た
書
家
の
上
條
信
山
は
、
文
部
省

の
教
育
課
程
審
議
委
員
と
な
り
、

昭
和
46
年
に
小
学
校
国
語
科
の
書

写
教
育
必
修
化
実
現
に
貢
献
。

　

公
民
館
前
に
は
「
望
郷
」
の
書

24

地
区
の
概
要

「
七
区
の
契
り
温
か
く
」

受
け
継
が
れ
る
人
と
思
い

紀
元
前
４
千
年
か
ら
の
遺
跡

神
林
地
区

縄
文
時
代
か
ら
六
千
年
の
歴
史
と
文
化
を
伝
え
る

キジ （撮影：2020.7.29  安曇野市）

（撮影：2021.8.28 松本駅前）

が
刻
ま
れ
た
碑
が
建
て
ら
れ
、
功

績
を
伝
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
地
区
出
身
の
戦
没
者
や

満
蒙
開
拓
で
亡
く
な
っ
た
人
を
慰

霊
す
る
平
和
祈
念
碑
前
で
は
、
毎

年
住
民
が
式
典
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
に
は
「
白
樺
派
」
の
影

響
を
受
け
た
若
い
教
師
、
海
野
峻

範
・
竹
村
誉
司

が
児
童
た
ち
に

郷
土
愛
と
誇
り

を
持
た
せ
よ
う

と
、
１
０
０
年
前

の
大
正
10
年
に

作
詞
・
作
曲
し

た
「
神
林
の
歌
」

は
、
戦
時
中
に
は

忘
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
昭
和
53
年
に
郷
土
史
編
纂
作
業

中
に
楽
譜
が
発
見
さ
れ
る
と
「
地

区
歌
」
と
し
て
見
直
さ
れ
、
平
成
19

年
、
市
政
１
０
０
周
年
の
地
区
記
念

事
業
と
し
て
Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
、
歌
は

再
び
地
域
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
自
主

的・主
体
的
に
運
営
さ
れ
、特
に
「
神

林
山
雅
の
会
」
は
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
応
援

を
通
し
て
地
域
全
体
で
親
睦
や
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

神
林
は
歌
の
内
容
の
よ
う
に
郷

土
の
平
和
と
文
化
、
環
境
や
絆
を

大
切
に
す
る
心
温
か
な
風
土
で
す
。

まつもと散歩

川西開田遺跡発掘調査

「神林の歌」の大合唱

り
ょ
く
ゆ
う
と
う
き

う
る
し
が
み
も
ん
じ
ょ

さ
い
こ
つ
ぼ

さ
ん

し
ゅ
ん

た
け
む
ら
た
か
じ

ぱ
ん

う
ん
の

ほ
っ
と
う
こ
く
し
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